
日本医学会分科会活動報告  
学会名(№073) 日本生殖医学会   
代表者名 理事長 杉野 法広   

 
I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

1. 学術研究の推進 

日本生殖医学会 (JSRM)の英文学会誌である RMB（Reproductive Medicine and Biology）誌は、イ
ンパクトファクター2.7（2023年）を有し、生殖生物学分野および産科学・婦人科学分野におけるト
ップジャーナルのひとつとなっています。最新の不妊治療の技術や治療成績に関する臨床データのみ
ならず、生殖内分泌学に関する基礎的研究結果が世界各国から報告されています。また、年次学術講
演会・総会では国内外の専門家が集まり、最先端の知識と技術を共有する場を提供しています。さら
に、多職種が集まる Special Interest Group (SIG)を 4 つ形成し、国内の一流の研究者が意見交換を行
う場を設置しました。 

2. 教育プログラムの充実 

JSRM が提供する生殖医療従事者資格制度（生殖医療専門医、生殖医療コーディネーターの養成）
は、生殖医療を行う上で大変重要な資格と認識され、多くの医師が研修を行っています。2024 年 4月
1 日現在、生殖医療専門医 1084 名（うち生殖医療指導医は 410 名）、生殖医療コーディネーター87
名、認定研修施設 315 施設、研修連携施設 184 施設を指定し、生殖医療従事者資格制度の維持・発展
を図っています。その上で医療従事者向けの継続教育プログラムを充実させ、最新の知識と技術を学
ぶ機会を提供しています。また、あらたに Physician Scientist 育成委員会を設置し、臨床・基礎研究
を継続して推進できる医師を育成するプログラムを実施しています。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 

1. 国際協力と交流 

JSRM は、国際生殖医学会（International Federation of Fertility Societies, IFFS）、アジア生殖医学
会（Asia Pacific Initiative on Reproduction, ASPIRE）、韓国生殖医学会（Korean Society for 
Reproductive Medicine）などとの連携を強化しています。これにより、国際的な研究協力や情報交換
が活発に行われています。 

2. グローバルスタンダードの導入 

世界のベストプラクティスを取り入れ、日本の医療水準を向上させるため生殖医療ガイドラインを策
定、更新しています。これにより、日本の生殖医療が国際的に高い評価を受けるよう努めています。 

 



ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

1. 患者支援と啓発活動 

ホームページ上にて患者向けの情報提供サイトを設置し、不妊治療を受ける患者およびその家族への
支援を強化しています。 

2. 政策提言 

政府や関連機関に対して、生殖医療に関する政策提言を行い、より良い医療制度の実現を目指してい
ます。特に、不妊治療の保険適用拡大や支援策の充実に関する提言が高く評価されています。 

3. 少子化防止への貢献 

適切な生殖医療の提供体制を整え、不妊症患者の妊娠率を向上させることで、少子化防止に貢献でき
るよう努めています。 

 
ｄ.学会運営上留意している点 

学会運営の透明性とガバナンスの強化を図るため、定期的な監査を実施し、財務報告を公開していま
す。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
当学会は生殖医学・医療に関わる専門集団として、日本産科婦人科学会、日本泌尿器科学会、日本

内分泌学会、日本生殖内分泌学会、日本女性医学会等と緊密な連携を取り、情報交換を積極的に行っ
ています。以上のような活動を通じて、日本生殖医学会は、日本医学会分科会としての役割を果た
し、医学および医療の水準向上に貢献しています。引き続き、社会的意義の高い活動を推進し、国際
的な役割を果たします。 

 


